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フィールド５ 教育文化 

～市民の力が育まれ、次世代へ継承される社会の実現～ 
 

◎学習活動の充実 

（単）公民館施設環境整備事業 （教育委員会事務局 社会教育課） 

６０，０３４ 千円（36,496 千円） 

１ 事業目的 

公民館利用者に適切な使用環境を提供するために必要な整備と維持管理を行う。公民館 

トイレについては計画的更新をすることとし、平成２８年度は角野公民館の１階トイレの 

改修及び２階トイレの新設を行う。 

  ２ ２８年度の事業内容 

    （１）公民館施設修繕    ５，３８２千円 

        公民館の老朽箇所及び破損箇所の修繕 

（２）公民館管理委託    １，３３５千円 

        公民館敷地の高木剪定及び樹木消毒業務委託 

（３）公民館改修工事   ４８，２９８千円  

        角野公民館トイレ等改修工事  

        若宮公民館の防水工事 

        エアコン設置工事 

（４）公民館備品購入    ４，２４０千円 

 ３ 財源内訳 

    （１）繰入金   11,492 千円（公共施設整備基金繰入金） 

    （２）一財    48,542 千円 

 

（単）夜間照明施設整備事業 （教育委員会事務局 社会教育課） 

５０，５３５ 千円（105,140 千円） 

１ 事業目的 

老朽化が進む学校開放照明設備の計画的な更新を行うことにより、利用環境の向上と市

民のスポーツやコミュニティ活動の促進を図る。 

  ２ ２８年度の事業内容 

    夜間照明設備設計及び工事（金栄小学校、金子小学校） 

  ３ 財源内訳 

    （１）その他  20,000 千円（スポーツ振興くじ助成金） 

    （２）一財   30,535 千円 
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◎学校教育の充実 

（施）学力向上学習支援事業費 （教育委員会事務局 学校教育課） 

２，８４９ 千円（30,176 千円） 

１ 事業目的 

児童生徒に基礎的な知識や技能を身に付けさせるとともに、主体的に学習に取り組む態

度を育成し、学習習慣の定着化と思考力、判断力、表現力、コミュニケーション力を育む

事業を推進し、確かな学力の習得を図る。 

２ ２８年度の事業内容 

    （１）あかがね算数・数学コンテスト  ２００千円 

数学的な考え方を駆使して難問に挑戦することを通し、優れた数学的資質能力を備

えた児童生徒を育成する。 

（２）新聞制作体験学習事業      ８６８千円 

地元新聞社と協力し、中学生が取材や記事を書く体験を通じて言語やコミュニケー

ション能力を高める。 

（３）英語キャンプ開催費     １，６９１千円 

大学生やＡＬＴ等との合宿生活を通じて、英語で聞き、話し、仲間とともに考える

楽しさと生きた英語を学び、英語力とコミュニケーション力を深める。 

 

（単）放課後まなび塾推進事業 （教育委員会事務局 学校教育課）（総合戦略） 

６７，５７１ 千円（0 千円） 

１ 事業目的 

月～金の学校の放課後、希望する小学生（４年生～６年生）に教員ＯＢ等が学習支援員

となり、宿題や予習など児童が自主的に行う学習をサポートするなどの学習機会を提供し、

子どもの学習習慣の定着と学力向上を目指すものとする。 

２ ２８年度の事業内容 

    （１）放課後まなび塾運営費（１２か所予定）      ２９，９７６千円 

    （２）放課後まなび塾開設に係る備品購入費等        ３，３４８千円 

    （３）放課後まなび塾開設に係るエアコン設置工事費   ３４，２４７千円 

  ３ 財源内訳 

    （１）国   23,368 千円（地方創生推進交付金） 

    （２）一財  44,203 千円
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（単）別子中学校学び創生事業 （教育委員会事務局 学校教育課）（新規） 

４０，３２３ 千円 

１ 事業目的 

児童生徒数が減少する別子中学校についてＩＣＴ等の積極的な活用により地理的、地

形的ハンディを克服した最先端の教育環境を整備し、高い志をもった子どもから選ばれ

る新しいスクールモデルの学校運営を進める。 

  ２ 事業概要 

 地域のコミュニティの核となる魅力ある学校づくり「グローバル・ジュニア・ハイス

クール構想」に取り組む。市内外から生徒を募集し、少人数個別学習、教育課程特例校

など特色ある教育課程の編成や豊かな自然環境を活かした多様な学習カリキュラム等の

実施により、世界に羽ばたくリーダーの育成を目標とし、地域の活性化と結びついた活

力ある学校環境づくりを推進する。 

３ ２８年度の事業内容 

    （１）事務費              １，５５６千円 

    （２）スクールバス運行        ８，２００千円 

    （３）施設・工事関係        ２４，６００千円 

       ・教室等修繕 

       ・無線ＬＡＮ整備 

       ・工事設計委託 

       ・教職員住宅改修工事 

    （４）備品購入             ５，９６７千円 

       ・公用車、ＩＣＴ機器、学校図書 

    ４ 財源内訳 

    （１）繰入金   40,323 千円（別子山振興基金繰入金） 
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（施）生きた英語教育推進費 （教育委員会事務局 学校教育課）（拡充） 

５４，２７５ 千円（22,762 千円） 

１ 事業目的 

児童・生徒の英語力の向上と国際理解教育の推進のため、現在外国語指導助手及び英語

指導員を各３名配置しているが、国際理解教育の一層の推進、平成３２年度から全面実施

される次期学習指導要領から小学校高学年で英語が科目化されること及び中学生の更なる

英語力向上等を視野に入れ、外国語指導助手を８名増員し、合計１１名及び英語指導員３

名を配置し、各小中学校へ派遣する。 

２ ２８年度の事業内容 

      外国語指導助手及び英語指導員人件費等 

 ・事務費（時間外等） 

・報酬（外国語指導助手１１名分及び英語指導員３名分） 

 ・共済費（外国語指導助手１１名分及び英語指導員３名分） 

 ・旅費（招致旅費、バス代金等） 

   ・通信運搬費（別子山地域バス回数券） 

 ・住宅賃借料（外国語指導助手１１名分） 

   ・備品購入費（住宅用家電備品等）    

   ・負担金（自治体国際化協会負担金）    

 

（施）海外高校生日本語スピーチコンテスト開催事業費 （教育委員会事務局 社会教育課） 

（新規）                               １，６６２ 千

円 

１ 事業目的 

 第２１回海外高校生による日本語スピーチコンテストを本市で開催することにより、市

内中高生の国際理解を深めるとともに情報発信を行う。 

２ 事業年度 

平成２８年度 

  ３ ２８年度の事業内容 

・開催地負担金      １，６６２千円 

   ・開 催 日  平成２８年７月３０日（日）（予定） 

   ・開催場所  新居浜市市民文化センター 大ホール 

  ４ 財源内訳 

    （１）県 1/2  831 千円（新ふるさとづくり総合支援事業費補助金） 

    （２）一財    831 千円
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（施）公立学校施設長寿命化計画策定費 （教育委員会事務局 学校教育課）（新規） 

２０，０００ 千円 

１ 事業目的 

学校教育施設全般の今後の改修又は改築について、事業費の比較検討や、予算の平準

化を含めた小中学校全体の維持管理計画及び施設個々の長寿命化計画の策定は急務であ

る。現状調査を含めた施設長寿命化等の長期計画を作成する。 

２ 事業年度 

２８年度～２９年度 

  ３ 事業概要 

    小中学校長寿命化改修等計画作成業務委託 ２３，７６０千円（Ｈ２８～２９継続費） 

  ４ ２８年度の事業内容 

    業務委託料 ２０，０００千円 

 ・現地調査（利用状況確認、目視による劣化状況の確認、漏水等各施設の不備確認） 

    ・図面作成（既存データとの確認、平面図作成等） 

    ・緊急性を要する工事の整理等 

   

（公）小学校施設環境整備事業 （教育委員会事務局 学校教育課） 

１２３，４２５ 千円（118,185 千円） 

１ 事業目的 

 老朽化が進む小学校１７校の施設について、安全で快適な教育環境の確保・維持管理

を図るため、各種施設の修繕及び改修工事を施工するとともに、高木剪定・樹木消毒委

託、運動場への土入れ等を行う。 

２ ２８年度の事業内容 

   （１）小学校施設環境整備事業       ６１，１０９千円 

     ・泉川小学校場内整備工事        

     ・船木小学校体育館屋根塗装等改修工事   

     ・垣生小学校体育館床改修及びスロープ設置工事   

     ・老朽・危険施設の補修・修繕      

     ・高木剪定及び樹木消毒          

     ・校内排水路の浚渫、遊具撤去等      

（２）小学校運動場排水整備事業（金栄小） ６２，３１６千円 

  ３ 財源内訳 

   （１）国1/3    20,000 千円（学校施設環境改善交付金） 

   （２）市債75%  30,000 千円（学校教育施設等整備事業債） 

   （３）一財1/1   73,425 千円
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（施）小学校教育用コンピュータ整備費 （教育委員会事務局 学校教育課） 

５８，３４８ 千円（39,559 千円） 

１ 事業目的 

 学校ＩＣＴ環境の維持を行い、情報教育の推進を行う。また、教育環境の向上（電子

黒板の全教室への導入）を目指し、電子黒板機能付プロジェクターを順次整備していく。 

教育用タブレット端末をモデル校に配備し、活用及び効果について検証を行う。 

  ２ ２８年度の事業内容 

   （１）教育用コンピュータ整備費  ５５，０７９千円 

      ・教育用コンピュータ（児童用・教員用）リース料 

      ・器具購入費（電子黒板機能付プロジェクター、書画カメラ等） 

      ・教材備品購入費（デジタル教科書（算数））ライセンス料 

      ・保守対象外器具修繕料 

      ・保守対象外ＩＣＴ機器設定手数料 

   （２）教育用タブレット整備     ３，２６９千円 

・教育用タブレット及びソフト使用料（リース料） 

・タブレット活用先進校視察 

   

（単）中学校施設環境整備事業 （教育委員会事務局 学校教育課） 

３１，６２６ 千円（26,920 千円） 

１ 事業目的 

 中学校１２校の施設については老朽化が進み、修繕・改修の必要な箇所が多くある。 

安全で快適な教育環境の確保・維持管理を図るため、各種施設の修繕及び改修工事を施

工するとともに、学校敷地内の高木剪定・樹木消毒委託、運動場への土入れ等を行う。 

２ ２８年度の事業内容 

・南中学校プールフェンス更新工事  

・泉川中学校体育館外壁及び階段室更新工事  

    ・老朽箇所の補修・改修  

・高木剪定・樹木消毒    

・屋内運動場屋根点検・清掃   

・校内排水路の浚渫 
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（施）学校給食多子世帯支援事業費 （教育委員会事務局 学校給食課）（新規） 

３，９２２ 千円 

１ 事業目的 

 子育て世代の経済的負担の軽減と、少子化対策の具体的施策として、現に新居浜市内

の小中学校に通学している児童生徒３人以上を養育している世帯に対し、申請に基づき、

第３子以降の学校給食費を免除する。 

  ２ ２８年度の事業内容 

    補助金 

     対象見込世帯数：５２世帯 

  対象見込者数：小学生７９人、中学生６人 

     補助額：３，９２２千円  

  （小学生７９人×２４０円×１９０日＝３，６０２，４００円 

     中学生６人×２８０円×１９０日＝３１９，２００円） 

対象要件 

     市民税所得割額が非課税の世帯（要保護・準要保護援助制度にて、世帯の児童生徒す

べての給食費の支援を受けられるため）を除き、世帯の市民税所得割額の制限（77,100

円以下）を設ける。 

   

◎芸術文化の振興 
 
（施）全国お手玉大会開催事業費 （教育委員会事務局 学校教育課） 

２，０００ 千円（0 千円） 

１ 事業目的 

 あかがねミュージアムの完成を記念し、新居浜市が世界に誇る三つの文化のひとつ

「心」のお手玉を全国に向けて情報発信を行い、文化交流を促進し、潤いのある心豊か

なまちづくりの醸成を目指して開催する。 

 全国大会には、新居浜市民はもとより全国からお手玉ファンを新居浜市に迎え、お手

玉遊びの技を競い合うとともに、伝承遊びに対する理解を深めることを目的とする。ま

た、お手玉遊びを通して、お互いに心と心をつなぐ交流を図り、地域や世代を超えた友

情の絆を深めることをねらいとし、同時に、お手玉遊びよる医学的な効果を考えるシン

ポジウムを開催し、お手玉遊びが身体的、精神的な安定にもたらす可能性についても考

える機会とする。 

  ２ ２８年度の事業内容 

    あかがねミュージアム完成記念事業 

  第１８回全国お手玉遊び愛媛・新居浜大会開催委託費  ２，０００千円 

 ○全国大会内容（予定） 

   （１）シンポジウム（脳の発育と創造性とお手玉） 

   （２）交流会（笑顔の交流で友情の絆を深めよう） 

 （３）お手玉遊び競技「個人戦」 

 （４）お手玉遊び競技「団体戦」   
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（経）総合文化施設管理運営費 （教育委員会事務局 総合文化施設管理課） 

１６９，６７６ 千円（145,047 千円） 

１ 事業目的 

平成２７年７月に開館したあかがねミュージアムの管理運営経費。新居浜市総合文化施

設及び美術館協議会、美術品の収集のための収集評価委員会、アドバイザーの招へい費用

や総合文化施設の指定管理委託料、事務費等により、多くの方々に利用される施設となる

よう運営する。 

  ２ ２８年度の事業内容 

    収集評価委員会、アドバイザー等経費         １，３６４千円 

指定管理委託料                 １５１，２００千円 

情報・電話設備機器及び客数情報システム機器賃借料 １０，４８０千円 

事務費（臨時職員等）                ６，５２４千円 

徴収業務委託料                     １０８千円 

  ３ 財源内訳 

    （１）その他    234 千円（美術館使用料） 

    （２）一財   169,442 千円 

 

（単）文化施設環境整備事業 （教育委員会事務局 スポーツ文化課） 

８５，９２２ 千円（86,014 千円） 

１ 事業目的 

老朽化が進んでいる文化施設、市民文化センター及び別子山ふるさと館について施設の

整備をし、利用環境の改善、利便性の向上を図る。 

  ２ ２８年度の事業内容 

   ・中ホール照明調光操作卓改修工事 

 ・中ホール音響設備更新工事（スピーカ外） 

   ・大ホール屋上防水工事 

   ・別子山ふるさと館外壁補修工事 

   ・大ホール照明設備リース料 

   ・大ホール音響設備リース料 

   ・大ホール照明負荷保守点検委託料 

  ３ 財源内訳 

    （１）その他  32,109 千円（公共施設整備基金繰入金） 

    （２）一財   53,813 千円
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（施）郷土資料室管理運営費 （教育委員会事務局 スポーツ文化課）（新規） 

６，０５７ 千円 

１ 事業目的 

郷土美術館の閉館に伴い、郷土美術館で所蔵している郷土資料の展示室を市民文化セン

ター本館１階に開設し、資料移転及び新施設の維持管理を行う。また、郷土美術館に展示

している旧中筋太鼓台の飾り幕について、あかがねミュージアムほか市内公共施設での展

示を行う。 

  ２ ２８年度の事業内容 

    資料室移転費（郷土美術館から市民文化センターへ展示資料を搬送）  ２，２６８千円 

中筋太鼓台展示作業一式（布団締め等の飾り幕を市内公共施設で展示）３，０００千円 

新資料室パンフレット印刷代 １５０千円 他 

  

（施）総合文化施設充実費 （教育委員会事務局 総合文化施設管理課）（新規） 

４７，１００ 千円 

１ 事業目的 

「創る・学ぶ・育む」をテーマに、新居浜の歴史、文化及び芸術を通して、市民が集

い、出会い、交流する場を提供する各種事業を実施する。市民に優れた芸術に触れる機

会を提供するとともに、新居浜文化を市外へ広く情報発信する。 

  ２ ２８年度の事業内容 

    （１）美術館事業      ２４，３００千円 

     ・正光寺山古墳展、地域作家展 他 

    （２）開館１周年記念事業  ２２，８００千円 

     ・古代アンデス展、虚構の劇団公演 他 

  ３ 財源内訳 

    （１）県 1/2   3,000 千円（新ふるさとづくり総合支援事業費補助金） 

    （２）その他  24,100 千円（文化振興基金繰入金、美術館使用料、入場料収入） 

    （３）一財   20,000 千円 

 

（単）総合文化施設環境整備事業 （教育委員会事務局 総合文化施設管理課）（新規） 

１２，８５４ 千円 

１ 事業目的 

総合文化施設の来館者に安全で快適な環境を提供するため、必要な施設の整備を行う。 

２ 事業年度 

平成２８年度 

  ３ ２８年度の事業内容 

   （１）工事費   １２，６７１千円 

・駐輪場改修工事 

・屋外ステージ階段設置工事 

・屋内ステージ階段改良工事 

・ホワイエへの階段改造工事 

・地下断熱工事 

・案内板設置工事 

（２）事務費      １８３千円 

  ４ 財源内訳 

   （１）その他 12,854 千円（文化振興基金繰入金）
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◎スポーツの振興と競技力の向上 

（施）国民体育大会開催対策費 （企画部 国体推進室） 

２２７，３０３ 千円（30,449 千円） 

１ 事業目的 

 平成２９年に開催される国体を成功裏に導くため、本市で開催される４競技のリハー

サル大会を実施する。また、新居浜市実行委員会を通じて、市民の方々へ周知啓発活動

を推進し、国体開催の機運を高める。 

２ 事業年度 

平成２８年度 

  ３ ２８年度の事業内容 

    【国民体育大会開催対策事業】 

    人件費（臨時・非常勤職員）     １１，８４８千円 

 リハーサル大会従事職員（時間外等） ２１，６３１千円 

 先進地視察旅費等           ２，９１３千円 

 リース自動車等に係る経費       ２，１５１千円 

 国体競技用具購入費          ８，５７１千円 

    負担金（実行委員会）       １８０，１８９千円 

   〔負担金内訳〕 

      総務費              １，０６２千円 

       ・会議費や事務局運営費 

      開催推進費           １１，１１３千円 

       ・リハーサル大会の広報（１年前イベント、広報関係委託料等）に係る経費 

       ・市民運動（ふるまい運営、花管理等委託料等）等に係る経費 

      大会開催費          １６８，０１４千円 

       ・リハーサル大会４競技会場運営等に係る経費 

       ・輸送交通計画策定委託料等 

  ４ 財源内訳 

    （１）県    68,885 千円（国体運営費補助金等） 

    （２）一財  158,418 千円



３ 主要事業の概要～フィールド５ 教育文化～ 

 

61 

 

（単）国体施設整備事業 （企画部 国体推進室） 

７６，３４６ 千円（68,688 千円）

１ 事業目的 

 平成２９年に開催される国体における競技会場のアップ場について、参加される選手

が安全かつ快適に使用できるよう施設整備を行うもの。 

２ 事業年度 

平成２５年度～平成２８年度 

  ３ ２８年度の事業内容 

    市営サッカー場アップ場設置工事     ７６，３４６千円 

   ※工事概要 

    ・フィールド舗装工事（人工芝：１，７３９㎡）、防球ネット工事（１６６ｍ）等 

    ・ベンチ・水飲み場等を設置 

  ４ 財源内訳 

    （１）県 1/2  36,878 千円（国体施設整備費補助金） 

    （５）一財   39,468 千円 

 

（単）体育施設環境整備事業 （教育委員会事務局 スポーツ文化課） 

９４，３４６ 千円（62,282 千円） 

１ 事業目的 

 体育施設の利用環境の安全性を高めるため、老朽化により改修が必要な施設を計画的

に整備する。また、施設管理に必要な備品類を順次更新することにより、利便性の高い

施設としての機能を維持していく。 

 「銅山の里自然の家」については、立地条件を把握するための地すべり調査を継続し

て実施するとともに安全対策の設計を行う。 

２ ２８年度の事業内容 

    （１）重量挙練習場屋根修繕         ９５１千円 

（２）委託料                １５,４３４千円 

東平地すべり調査、測量、調査、コンサルティング、設計業務等 

（３）工事費              ７４,２５３千円 

・東雲市民プール幼児プール新設工事 

・市営サッカー場芝改良工事 

・市民体育館館内空調更新工事 

・銅山の里自然の家外壁等修繕工事 

・東雲市民プール塗装改修工事(流水ﾌﾟｰﾙ) 

     （４）備品購入費             ３,５８６千円 

・グラウンドほぐし機１台(市営野球場)                  

・ウォーキングマシーン１台(市民体育館)              

・乗用芝刈機１台(東雲競技場) 

・プールクリーナーセット１台(市民プール) 

  ３ 財源内訳 

    （１）その他  28,966 千円（公共施設整備基金繰入金） 

    （２）一財   65,380 千円
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◎近代化産業遺産の保存・活用の充実 

（施）別子銅山小説出版事業費 （企画部 別子銅山文化遺産課）（新規・総合戦略） 

４，５８２ 千円 

１ 事業目的 

 本市の礎を築き、日本の産業近代化に大きな役割を果たした別子銅山を題材とした小

説を出版することで、改めて歴史の教訓や先人の思想を学び、市民の郷土愛と誇りを醸

成するとともに、全国に発信・販売することで、別子銅山近代化産業遺産群への観光客

誘致につなげる。 

２ 事業年度 

平成２８年度 

  ３ 事業概要 

     別子銅山を題材とした小説を、出版社に委託して全国書店にて販売する。 

○４６判上製、３５０頁予定 

○初版発行部数 ４，０００部 

内、１，０００部は新居浜市分として納入し、学校図書館・公民館等の公共施設に配布

するとともに、住友各社・関係団体への寄贈、にいはま倶楽部会員へ送付する。 

  ４ ２８年度の事業内容 

    （１）委託料（執筆料、出版経費）     ４，２６６千円 

（２）旅費（出版社・作家との打ち合わせ）   １１２千円 

（３）通信運搬費（にいはま倶楽部会員への送料）２０４千円 

  ５ 財源内訳 

    （１）県 1/2  2,291 千円（新ふるさとづくり総合支援事業費補助金） 

    （２）一財     2,291 千円
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（施）端出場水力発電所公開活用費 （企画部 別子銅山文化遺産課） 

８，５０９ 千円（20,684 千円） 

１ 事業目的 

別子銅山の近代化を支えた象徴である旧端出場水力発電所について、将来にわた

って保存活用するため、文化財としての価値を損ねることなく一般公開、活用を前

提とした耐震補強を含む保存活用計画を策定するもの。別子銅山産業遺産を活かし

たまちづくりに貢献。 

２ 事業年度 

平成２７年度～平成２８年度 

  ３ 事業概要 

    旧端出場水力発電所の構造調査、耐震診断を含む補強案の作成等、保存活用計画

策定業務の委託料及び学識経験者等の専門委員による保存活用計画策定委員会設置

にかかる旅費、委員謝礼等。平成２７年度からの２か年継続事業として実施してい

る。平成２７年度は、構造調査等を実施するとともに、策定委員会を２回開催し、

文化財としての保護の方針等を協議してきた。平成２８年度は、策定委員会におい

て保護の方針、耐震補強案等を含む整備方針等について協議、決定し、平成２９年

３月末までに保存活用計画を策定する。 

  ４ ２８年度の事業内容 

     （１）委託料（保存活用計画策定費）    ７，７１２千円 

（２）旅費（策定委員会委員旅費）       ６５０千円 

（３）報償費（策定委員会委員謝金）      １２０千円 

（４）需用費（消耗品費）            ２７千円 

  ５ 財源内訳 

（１）国 1/2  4,254 千円（文化財建造物等を活用した地域活性化事業費補助金） 

（２）その他  4,255 千円（あかがね基金繰入金） 
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（公）旧広瀬邸庭園整備事業 （教育委員会事務局 スポーツ文化課） 

２４，３３７ 千円（2,906 千円） 

１ 事業目的 

かつて別子銅山の迎賓館としての役割を持っていた重要文化財旧広瀬邸の内庭に

ついて、修復剪定等の整備を行い、竣工当時の姿に近づけることで、文化財的価値

を高める。 

２ 事業年度 

平成２７年度～平成２９年度 

  ３ ２８年度の事業内容 

    ・旧広瀬邸内庭整備  １９，５４３千円 

文化財庭園保存技術者協議会準会員以上の者の指揮監督の下、旧広瀬邸庭園に

文化財的修復を加える。 

・広瀬公園調査      ４，７９４千円 

愛媛県指定名勝広瀬公園について、測量・文献調査等を実施する。 

 ４ 財源内訳 

    （１）国 1/2        2,396 千円（国指定文化財整備事業補助金） 

    （２）市債 90％   17,500 千円（地域活性化事業債） 

    （３）一財 1/1       4,441 千円 


